
��

��

�ソフトは、�	
� �
システムを��アップして、�	
�の����や の�
��を !しました。I-V IPCE
%&からの �
��は)て*+し、���,の./��を !することにより、���� の�
を7�I-V /IPCE
にしました。
ま た、�	
�セルの;<=>のための@AなD�FGにもJKしております。
.NOQ �
と、その ST。1 I-V 3D
.バイアス�を[!した���� �
。2 / (EQE)IPCE
.セル２aのbc�
。3
.Jdセルにeした���,のfgにより、hi��jや�
NOklのmn�。4
.ファイバーr���,をstすることにより、グローボックスyでの�
が7�。5
}~は、 の��です。( W32-B2900 2 )SOLAS
6. I-Vソーラーシミュレータの�jを�えながらの �
。

バイアス�jを�えながらの���� �
。7. /IPCE

�ソフトで����の�
を�うためには、���,の「NOQ�j� のデータが��になります。(mW/cm2)
このデータの��は、b�の「�j��アドイン」によって�
を�います。 � j��アドインt£¤マニュアル
を§¨ください。
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����/ の�
¬­IPCE

ハードウェア±²と³´FG

NOQ �
 ���� の�
¬­I-V (3D )

ソーラーシミュレータの�j7� �
¬­I-V

ソーラーシミュレータの�j �
タイミングチャートI-V

�j ����·´¸¹ºの�
FG-

¬»でのバイアス�[!での�


バイアス�t�,の�j��のFG
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バイアス�jを�½しながらの���� の�
¬­/IPCE

����の¾¿�
�のÀÁÂÃÄのFG

���� �
タイミングチャート/IPCE(EQE)

NOQ �
のタイミングチャートI-V
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32

36
39

Appendix-1

Appendix-2

Appendix-3

バイアス�¨Ëによる�����
のÌÍÎ

ペロブスカイト�	
�や の�
ÒKÓ¸�
DSC

�����
のm»ÔÕ�
のFG

W32-B2900SOLAS2-R

W32-B2900SOLAS2-N

ØÙ GP-IBボード ºÛ

1,100,000


NIÜ

ラトックシステムÜ

»¤ÝÞ

Windows
7/8.1/10/11
(64bit )äåæ
Excel2010
2013/2016
2019/2021
(32bit Only)ä

B2900 Seriseは、Keysight Technologies ïðです。ñの

W32-B2900 2SOLAS

W32-B2900SOL5/SOLSPG/SOLBMS2

キーサイト・テクノロジー

stできる�ó

B2901A/B,B2902A/B,B2911A/B,B2912A/B
B2901BL, B2910BL

��
�
���� ����/
(IPCE,EQE)の��



���	

�£¤マニュアルは、Qõ t �
アドインの£¤マニュアルとのötを÷øにùúされております。B2900A/B I-V
%いまして、 �
t£¤マニュアルにすでにùúされているü�はýþされております。I-V
�マニュアルを§¨いただく÷に、ÿ÷に、 �
の£¤マニュアルの��をお�いいたします。I-V
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ハードウェアの !とその$%

����Ü
hi�, -1510MLS

MLS-1510(2018 )hi�, ä

����Ü
hi�,
PVL-3300

-4000PVL EX
PVL-3310

����Ü
モノクロメータ
CMS-250
�,

なMAX HAL,

USB RS- 485�
ケーブル

USB RS- 485�
ケーブル

USBケーブル

RS-232C ( )ケーブル ストレート

���,は、 れか１つをfgして
stしてください。
��の���,をbcにstする
ことはできません。

����Ü
�tRS485

��ケーブル

����Ü
�tRS485

��ケーブル

GP-IB

Agilent SMU B2900A/B Series

シャッター./

Solar Cell

ソーラーシミュレータ
では、����Ü をst(W32-B2900 2 -C100 )SOLAS HAL

RS-232C

「 」は、W32-B2900 2SOLAS
�j./も�う。

&'��*の�+の-.

356���+の-.

GPIB USB- �
�

¬»r���,の��は、 の���Tにより、PC
シャッター=�、NOの�½を�います。
¬»rの��、�
��に.�が�じるü�がありますから、
ごÌÍください。



GP-IB

Keysight SMU B2900A/B Series

���
SPG-120S

ハロゲン�, A -100HGT

NO"»#$
AT-120PL

�%ベンチ

78*�9
:;��< ス ペクトロメイト
SPG-120S (200...900nm)

�'()�
F116-1

*+,�
�'()�tコントローラ
F116-4

GPIBケーブル

モータコントローラ
AT-120PCC

AT-120PCC
./のケーブル

�tケーブル¤²

78*�9*の�+の-.

��L<*の�+の-.
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GP-IB

Keysight SMU B2900A/B Series

Solar Cell

Solar Cell

NOスキャナ

-25CBMS フィルタ コントローラ �, モノクロメータ

�ファイバー

フィルタ3
え./

�NO./

���,



1

2

3

���� �
を�うためには、「�j��アドイン」で�
したNOQ�jデータリストが��です。/IPCE
このデータリストが、56、�
しようとしている シート7の こかに89されている��があります。Excel
�
に��なデータは、NOと�jのJデータだけですから、「�j��アドイン」で�
したデータそのまま
でも±いませんが、コピー ペーストで56のシートに89してstすることもできます。 ~<の=>& ( )

�j��アドインで�
したデータ@

�j��アドインで�
したデータの、NOと�jがペアー
になっている、この=>ü�だけをstします。

���� �
に��な�j��データのAB/IPCE

���,C»モードにD


I-V ( )�
ソフトを、���,C»モードに�½します。 ~<§¨
「��のD
」ボタンをクリックし、��D
��の「���,」から���,のErをfgすると、�ソフト
は���,C»モードにD
されます。「 」をfgすると、���,は3Gされ、 �
モードにIりNo Use I-V
ます。
Jに、����を�
するNOK$を�
します。
ここで�
したNOリストに%い����の�
が�われます。

NOK$

���,の
Erを�
します。

���� の��3N/IPCE

「NOD」をクリックして、�
PQのD
、
���,とのRSTVを�います。
ここで、�j��アドインで�
したcの���,の
レンズのフォーカスやZさ�½してはいけません。
�j��でstした�パワーメータの�センサーと
�
する�	
�セルを8れ^えます。
Ì)
���,のErごとにy_が`なりますから、
ErQのbcのùúを§¨ください。

�����
PQと
���,RSTV

NOのdeセルK$を�
します。
・deセルK$にカーソルを$いて、
deセルK$ボタンをクリックする。
・または、キー89する。

このテキストボックスをダブルクリックすると、����/jhij
のklをm�n�によりm�することができます。
oipqのc、m�n�を89します。
この�は、�j�のm�にstされ、そのkl、����/jh
ijの�
�に、ここで89した�をrsした�になります。
�パワーメータtの�
�を�½したために�じる�uをm�す
るためにstします。

2ch 2タイプの で、 セルのbc�
SMU
の��は、 にチェックを.けます。SMU2
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Ì)
MLS-1510(2018)

2018は、 v}wの
ÜxØ



4

5

���� �
モードにD
/IPCE

���� �
÷のAB/IPCE

���,C»モードにD
すると、タイトルが=iに�わり、���,のErがSTされます。
Ì このタイトルü�をダブルクリックすると、���,C»モードがyzされ、 �
モードに) I-V
Iります。

Excelタブをfgします。

チェックを.けます。

チェックを.けたときにSTされる��。
「����」をfgします。
バイアス
{を[!して����を�
する��は、
|9
{のテキストボックスをダブルクリックしてから、

{�を89します。

b}シートyにNOと�jのデータが89
されている��があります。

deセルK$に、このセルK$が~�されて
いること。

�
を=�すると、このカーソルK$から
�
klが89されます。

���,とのRSTVで、���,から�を¨Ëして、�	
�セルのK$を�
します。
ここで��なことは、�j��アドインでstした�センサーを�りzいて、そのセンサー
K$と�9bじK$にセルを$くことです。�にZさF�のズレは�
�uに�きく��し
ますから、�センサーのS�と、セルのS�のZさは��に�わせる��があります。
また、ベース
Òを�
しない�
の��は、��/��な で、��の�りを()する
��があります。
ベース
Òを���
する�
では、��の�りが�
していれば、�りの()は、
あまり�にする��はありませんが、その�るさは、バイアス�として¤tしますから、
バイアス�の��を�けるセルの��は、やはり、��の�りは()してください。

�センサーを�	
�セルに$き
えます。
$き
えるとき、ZさF�のK$�わせは、
�9、��に�わせる��があります。
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6 ���� �
の=�/IPCE

「 」ボタンで�
を=�します。START
�j��データの�� ��のセル で�
を��します。( )

ボタンで�
をいつでも��できますが、e3に��するために、}�、 ボタンを�して、STOP PAUSE
���,の»¤が� するのを¡ってから、 ボタンで� することをお¢めします。STOP

�
klが シートに89されます。Excel

����、または がbcに¤<IPCE
されます。

�
が の��は、£¤はIPCE ON
m»¥に で¤<されます。IPCE

�
が の��は、£¤はIPCE OFF
����で¤<されます。
����も の��は、£¤はOFF

Ò�で¤<されます。

�
÷、ÿ÷に89した�j��
データ
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NOD
ボタンをクリックして、����の�
PQ
をD
します。

NOのD
¦�bの c§を89します。Wait
ベース
Òを�
しない��は、このb、�
を�います。
ベース
Òを�
する��は、このb、シャッター=bの c§をWait
¡って�
がおこなわれます。

ベース
Òを�
しないで、 の�
を�います。��や��をIsc/Jsc
stして、��を�©ª«にしたcは、こちらをfgします。

­NO�にシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、シャッターを=け
て�
した
Òとのuが�られます。
��から@®の�が¯れている��な はこちらをfgします。
°にこちらをfgすることをåæします。
ただし、�の¯れはバイアス�として¤tします。

※ベース
Òとは、���,のシャッターを�じていて、hi�が|9
されていないcの�
ÒをÍ²します。

�
klを シートへ89する´µをfgします。 u
Òは、�¶です。Excel ( )
IPCEを�
するためには、����にチェックを.ける��があります。

·¸の�
cだけシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、}wの
�
では、その�
�をベース
Òとして¹tし、シャッターを=けて�

した
Òとのuが�られます。
ベース
Òは、NO�にレベルが`なるため、このように¸�だけのベース

Ò�
のFGはºけたほうが¼½と¾われます。

PVL-3300のNOQ�jを��するFGを�
します。
「 シートから」は、NOセルの¿Àセルに89されている�j�Excel (mW/cm2)
を�jとして��します。 R°は、こちらをfgします。
「Á
」は、ここにキー89した� を、)NOの�j�とします。(mW/cm2)

セル�Âを89します。 stの��は、 をそれぞれ2ch 1/ 2SMU SMU
89します。 ボタンをダブルクリックすると、 が3
ります。SMU SMU SMU1/ 2

�
cに¤<する´µをfgします。

PVL-3300の�jを./するFGを�
します。
R°は、「Á
」をfgし、 ÄÅの|9にD
します。130%
「 シートから」をfgした��は、シートのNO89ÇのExcel
２Çµに、そのNOの|9�jを のhKで89します。mW/cm2

È�Éを�
します。

�j��アドインで、NOQ�jを�
したcの のPVL-3300
./PQやs|した��n�を�みËみます。
�j��アドインで�jを�
したPQとbじPQで����を
�
する��があるためです。

�j��アドインでワンクリックでÌÍしたPQをワンクリックで�み
Ëみます。

シャッターを=けてから、�j�
までのÔÕc§を89します。

)ての�
を��したb、ランプを にする��にチェックを.けます。OFF

TUVW

TVを=�します。
「 」を�したª«で、TVを=�すると、�が¨Ëされたª«で、PAUSE
¡�ª«になります。この§に、�
するセルを�しいK$にセットします。
�j��でstした�センサーのK$とbじK$にセルを�わせます。
「 」をyzすると、Î
のÃÄを�ったb、TVが��します。PAUSE

PVL-3300 130%は、·�パワーを として、そのÄJ�として./を�います。
�j��ソフトでs|した�
n�でhKを に�
します。mW/cm2

TVÏの�j を89します。 では、 です。(%) -3300 Max.130%PVL

ここをタブルクリックすると、�,の·�|9モード Ði になります。( )

TVÏの�,のNOを89します。

TV��c、シャッターを�じます。

TV��c、ランプを にします。OFF

ここに、�j��アドインで��した�j と�j のÑnが(%) (mW/cm2)
STされます。

·¸のNÒの�
の��だけ、 c§をÕOします。Wait

ここにチェックを.けると、
エネルギー./が になり、NO�の|9OFF
�jがキセノンランプの|9�¸にÖÍしてアップダウンします。
�きな�jが��な��にチェックを.けます。

PVL PVL EX( )-3300/ -4000 ����Ü のNOD


2ch 1/ 2�
の��は、ここをダブルクリックして、 のセルSMU SMU
�Âの89を3
えます。

�
の¾り¿し��をD
します。
この¾り¿しは�
�のバラツキの¹ºにstします。

では、�
ÔÕによる��の¹ºにstします。DSC
¾¿し�のÔÕc§は、メイン��の「�
ÔÕ」の89�にØります。
この��は、NOQ �
では、etされません。I-V
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NOQ �
を�う��のD
´µです。IV
「 �」 ) �
�を、hi�, cの 
Òとのuを�りs|します。ISC IV OFF ISC:
「スイープ�」 ) �
�を、hi�, cの �
�とのuでs|します。: IV OFF IV

Ú�Û�	
�の��、チェックを.けます。 Ü� を§¨( Appendix-1 )



CMS-250( )����Ü のNOD


NOのD
¦�bの c§を89します。Wait
ベース
Òを�
しない��は、このb、�
を�います。
ベース
Òを�
する��は、このb、シャッター=bの c§をWait
¡って�
がおこなわれます。

ベース
Òを�
しないで、 の�
を�います。��やISC JSC/
��をstして、��を�©ª«にしたcは、こちらをfgします。

·¸の�
cだけシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、}wの
�
では、その�
�をベース
Òとして¹tし、シャッターを=けて�

した
Òとのuが�られます。
ベース
Òは、NO�にレベルが`なるため、このように¸�だけの
Ò
�
のFGはºけたほうが¼½と¾われます。

­NO�にシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、シャッターを=け
て�
した
Òとのuが�られます。
��から@®の�が¯れている��な はこちらをfgします。
°にこちらをfgすることをåæします。
ただし、�のモレはバイアス�として¤tします。

※ベース
Òとは、���,のシャッターを�じていて、�が|9されて
いないcの�
ÒをÍ²します。

�
klを シートへ89する´µをfgします。 u
Òは、�¶です。Excel ( )

パソコンと とを��しているRSポートÙÞを89します。CMS-250
このポートÙÞは、パソコンの「デバイスマネージャ」の ポートÙÞで�àすることができます。Com

パソコンと t�,とを��しているRSポートÙÞを89します。CMS-250
このポートÙÞは、パソコンの「デバイスマネージャ」の ポートÙÞで�àすることができます。Com
ベース�jを�
しない��はSTされません

CMS-250のスリットÉをfgします。
この�は、�j��アドインの�
のcと�ずbじ�にD
してください。

シャッターを=けてから、�j�
までのÔÕc§を89します。
ベース�jを�
しない��はSTされません。

RSTVで���,から|9するNOを89します。µにâえるNOをD
してください。

TUVW
�
を=�する÷に、�ず、パソコンと���,とのRSTVをã�してください。
このRSTVでエラーが>�する��は、�
を�うことができません。
このRSTVで、�j��アドインでの�パワーメータのセンサーのK$に、�	
�セルを
��に$き
えます。

RSTVを=�します。
���,の¸äD
を�ったb、���,から�を|9します。
�,のランプはÿ÷に にしておいてください。ON
この�が|9されているª«で、�	
�セルのK$�わせを��に�ってください。
å�、TV=�ボタンをクリックすると、シャッターを�じてTVを��します。

NOD
ボタンをクリックして、����の�
PQ
をD
します。

�
cに¤<する´µをfgします。

�
の¾り¿し��をD
します。
この¾り¿しは�
�のバラツキの¹ºにstします。

では、�
ÔÕによる��の¹ºにstします。DSC
¾¿し�のÔÕc§は、メイン��の「�
ÔÕ」の89�にØります。
この��は、NOQ �
では、etされません。I-V

セル�Âを89します。 stの��は、 をそれぞれ2ch 1/ 2SMU SMU
89します。 ボタンをダブルクリックすると、 が3
ります。SMU SMU SMU1/ 2

2ch 1/ 2�
の��は、ここをダブルクリックして、 のセルSMU SMU
�Âの89を3
えます。
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NOQ �
を�う��のD
´µです。IV
「 �」 ) �
�を、hi�, cの 
Òとのuを�りs|します。ISC IV OFF ISC:
「スイープ�」 ) �
�を、hi�, cの �
�とのuでs|します。: IV OFF IV Ú�Û�	
�の��、チェックを.けます。 Ü� を§¨( Appendix-1 )



���, ����Ü のD
 をæむLMS-1510( ) LMS-1510(2018)

NOのD
¦�bの c§を89します。Wait
ベース
Òを�
しない��は、このb、�
を�います。
ベース
Òを�
する��は、このb、シャッター=bの c§をWait
¡って�
がおこなわれます。

ベース
Òを�
しないで、�パワーメータでの�
を�います。��や
��をstして、��を�©ª«にしたcは、こちらをfgします。

·¸の�
cだけシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、}wの
�
では、その�
�をベース
Òとして¹tし、シャッターを=けて�

した
Òとのuが�られます。
ベース
Òは、NO�にレベルが`なるため、このように¸�だけの
Ò
�
のFGはºけたほうが¼½と¾われます。

­NO�にシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、シャッターを=け
て�
した
Òとのuが�られます。
��から@®の�が¯れている��な はこちらをfgします。
°にこちらをfgすることをåæします。

※ベース
Òとは、���,のシャッターを�じていて、�が|9されて
いないcの�
ÒをÍ²します。

�
klを シートへ89する´µをfgします。 u
Òは、�¶です。Excel ( )

パソコンと とを��しているRSポートÙÞを89します。MLS-1510
このポートÙÞは、パソコンの「デバイスマネージャ」の ポートÙÞで�àすることがでCom
きます。

MLS-1510のÈ�Éをfgします。
このÈ�Éは、�ず、�j��アドインの�
でstしたÈ�Éとbじ�にD
してください。

シャッターを=けてから、
Ò�
までのÔÕc§を89します。

MLS ID-1510yü±xにèéする ÙÞです。�½できません。

)ての�
を��したb、ランプを にする��にチェックを.けます。OFF

RSTVで���,から|9するNOを89します。µにâえるNOをD
してください。

RSTVを��するc、ランプを にします。OFF

TUVW

NOD
ボタンをクリックして、����の�
PQ
をD
します。

�
cに¤<する´µをfgします。

�
の¾り¿し��をD
します。
この¾り¿しは�
�のバラツキの¹ºにstします。

では、�
ÔÕによる��の¹ºにstします。DSC
¾¿し�のÔÕc§は、メイン��の「�
ÔÕ」の89�にØります。
この��は、NOQ �
では、etされません。I-V

�
を=�する÷に、�ず、パソコンと���,とのRSTVをã�してください。
このRSTVでエラーが>�する��は、�
を�うことができません。
このRSTVで、�j��アドインでの�パワーメータのセンサーのK$に、�	
�セルを
��に$き
えます。

RSTVを=�します。
���,の¸äD
を�ったb、���,から�を|9します。
�,のランプはÿ÷に にしておいてください。ON
この�が|9されているª«で、�	
�セルのK$�わせを��に�ってください。
å�、TV=�ボタンをクリックすると、シャッターを�じてTVを��します。

9/42

NOQ �
を�う��のD
´µです。IV
「 �」 ) �
�を、hi�, cの 
Òとのuを�りs|します。ISC IV OFF ISC:
「スイープ�」 ) �
�を、hi�, cの �
�とのuでs|します。: IV OFF IV

Ú�Û�	
�の��、チェックを.けます。 Ü� を§¨( Appendix-1 )

セル�Âを89します。 stの��は、 をそれぞれ2ch 1/ 2SMU SMU
89します。 ボタンをダブルクリックすると、 が3
ります。SMU SMU SMU1/ 2



���, シリーズ êëÜ¤ÎÜ のD
SPG-120 ( )

NOのD
¦�bの c§を89します。Wait
ベース
Òを�
しない��は、このb、�
を�います。
ベース
Òを�
する��は、このb、シャッター=bの c§をWait
¡って�
がおこなわれます。

ベース
Òを�
しないで、�パワーメータでの�
を�います。��や
��をstして、��を�©ª«にしたcは、こちらをfgします。

·¸の�
cだけシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、}wの
�
では、その�
�をベース
Òとして¹tし、シャッターを=けて�

した
Òとのuが�られます。
ベース
Òは、NO�にレベルが`なるため、このように¸�だけの
Ò
�
のFGはºけたほうが¼½と¾われます。

­NO�にシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、シャッターを=け
て�
した
Òとのuが�られます。
��から@®の�が¯れている��な はこちらをfgします。
°にこちらをfgすることをåæします。

※ベース
Òとは、���,のシャッターを�じていて、�が|9されて
いないcの�
ÒをÍ²します。

�
klを シートへ89する´µをfgします。 u
Òは、�¶です。Excel ( )

シャッターを=けてから、
Ò�
までのÔÕc§を89します。

RSTVで���,から|9するNOを89します。µにâえるNOをD
してください。

RSTVを��するc、シャッターを�じるときはチェックを.けます。

TUVW

NOD
ボタンをクリックして、����の�
PQ
をD
します。

�
cに¤<する´µをfgします。

�
の¾り¿し��をD
します。
この¾り¿しは�
�のバラツキの¹ºにstします。

では、�
ÔÕによる��の¹ºにstします。DSC
¾¿し�のÔÕc§は、メイン��の「�
ÔÕ」の89�にØります。
この��は、NOQ �
では、etされません。I-V

�
を=�する÷に、�ず、パソコンと���,とのRSTVをã�してください。
このRSTVでエラーが>�する��は、�
を�うことができません。
このRSTVで、�j��アドインでの�パワーメータのセンサーのK$に、�	
�セルを
��に$き
えます。

RSTVを=�します。
���,の¸äD
を�ったb、���,から�を|9します。
�,のランプはÿ÷に にしておいてください。ON
この�が|9されているª«で、�	
�セルのK$�わせを��に�ってください。

NOQ �
を�う��のD
´µです。IV
「 �」 ) �
�を、hi�, cの 
Òとのuを�りs|します。ISC IV OFF ISC:
「スイープ�」 ) �
�を、hi�, cの �
�とのuでs|します。: IV OFF IV

Ú�Û�	
�の��、チェックを.けます。 Ü� を§¨( Appendix-1 )
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モータコントローラ の アドレスをD
します。(AT-120PCC) GPIB

��� シリーズ のEÙをD
します。(SPG-120 )

B2900A GPIBの アドレスをD
します。

ここをダブルクリックすると、ìíÄ ÜíÄとポートÙÞを3り
えることがことができます。/

シャッター./FGをfgします。����の�,をfgすることもできます。

SPG-120に./するマニュアルを§¨ください。

セル�Âを89します。 stの��は、 をそれぞれ2ch 1/ 2SMU SMU
89します。 ボタンをダブルクリックすると、 が3
ります。SMU SMU SMU1/ 2



NOD
ボタンをクリックして、����の�
PQをD
します。

BMS-25CのNOD


NOのD
¦�bの c§を89します。Wait
ベース
Òを�
しない��は、このb、�
を�います。
ベース
Òを�
する��は、このb、シャッター=bの c§をWait
¡って�
がおこなわれます。

※ベース
Òとは、���,のシャッターを�じていて、hi�が|9
されていないcの�
ÒをÍ²します。
%いまして、 から���,のシャッター=�./ができないシステムPC
では、ベース
Òの�
はできません。

セル�Âを89します。 stの��は、 をそれぞれ2ch 1/ 2SMU SMU
89します。 ボタンをダブルクリックすると、 が3
ります。SMU SMU SMU1/ 2

2ch 1/ 2�
の��は、ここをダブルクリックして、 のセルSMU SMU
�Âの89を3
えます。

ベース
Òを�
しないで、 の�
を�います。��や��をIsc/Jsc
stして、��を�©ª«にしたcは、こちらをfgします。
PCからモノクロメータのシャッター=�./できないシステムでは、
このfgがî}です。

�
klを シートへ89する´µをfgします。 ã�
Òは、�¶です。Excel ( )
IPCEを�
するためには、����にチェックを.ける��があります。

�
cに¤<する´µをfgします。

�
の¾り¿し��をD
します。
この¾り¿しは�
�のバラツキの¹ºにstします。

では、�
ÔÕによる��の¹ºにstします。DSC
¾¿し�のÔÕc§は、メイン��の「�
ÔÕ」の89�にØります。
この��は、NOQ �
では、etされません。I-V

PCから���+のシャッター`abcが
できないシステムの-.。

BMS-25C(モノクロ ス キャナ の アドレスをD
します。) GPIB

BMS-25Cが./するモノクロメータのErをD
します。

モノクロメータのプリセットNOをD
します。
NOD
ダイヤルのST�です。( )

)Ì
ここでプリセットNOを89しなくても、�
=�cには、�ず、
プリセットNOの89��がSTされますから、その��で、
プリセットNOを89することができます。

グレーティング � をD
します。( /mm)

スキャンð�をD
します。

モノクロ�|9のシャッタ=�./を�う��にチェックを.けます。
Ì)
PCから=�./ができないシステム��の��、チェックを.けて
もシャッタの=�は�われません。

フィルタ./を�う��はチェックを.けます。

PCからフィルタ./ができないシステムでは、¬»モードに
チェックを.けます。
フィルタ�½が��なNOの��、�½�Tの��がST
され、フィルタ�½をñします。

フィルタの3
えNOのòóをD
します。
ここでの@は、

}~は、390nm -1FILTER
390 680nm -2～ は、FILTER
680nm -3}7は、FILTER
にD
されています。

モノクロメータのNOklを89します。

フィルタコントローラ

PCからフィルタ./を�う��は、
「フィルタコントローラ」のスイッチ
を、 ÀにD
してください。EXT

PCから、シャッター=�./のできないシステム、
または、¬»でシャッター=�£¤を�わない�
�は、チェックを.けないでください。

Ì シャッター=�./を�うõÎ)
hi�の�jを�
する��、シャッタ�でhi
� の�j ��� と、シャッタ=でのhi�OFF ON( )
の�jとのuを�り、��からö8した�の�u
²�をz÷し、��なhi�の�j�
ができま
す。しかし、¬»でのシャッタ=�./での�
の
��、�
が、ÄÅ、øùになりますからごÌÍく
ださい。

シャッターの=�を¬»で�いながらhi�の�jを�
する��
チェックを.けます。

RSTVを=�し、hi�を|9します。
と��§のRSが�°でしたら、úテキストボックスに89したNOPC

の�が|9されます。
ここで、TûのK$�わせを�ってください。
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NOのD
¦�bの c§を89します。Wait
ベース
Òを�
しない��は、このb、�
を�います。
ベース
Òを�
する��は、このb、シャッター=bの c§をWait
¡って�
がおこなわれます。

※ベース
Òとは、���,のシャッターを�じていて、hi�が|9
されていないcの�
ÒをÍ²します。

セル�Âを89します。 stの��は、 をそれぞれ2ch 1/ 2SMU SMU
89します。 ボタンをダブルクリックすると、 が3
ります。SMU SMU SMU1/ 2

2ch 1/ 2�
の��は、ここをダブルクリックして、 のセルSMU SMU
�Âの89を3
えます。

ベース
Òを�
しないで、 の�
を�います。��や��をIsc/Jsc
stして、��を�©ª«にしたcは、こちらをfgします。

­NO�にシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、シャッターを=け
て�
した
Òとのuが�られます。
��から@®の�が¯れている��な はこちらをfgします。
°にこちらをfgすることをåæします。
ただし、�の¯れはバイアス�として¤tします。

�
klを シートへ89する´µをfgします。 u
Òは、�¶です。Excel ( )
IPCEを�
するためには、����にチェックを.ける��があります。

·¸の�
cだけシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、}wの
�
では、その�
�をベース
Òとして¹tし、シャッターを=けて�

した
Òとのuが�られます。
ベース
Òは、NO�にレベルが`なるため、このように¸�だけのベース

Ò�
のFGはºけたほうが¼½と¾われます。

�
cに¤<する´µをfgします。

NOQ �
を�う��のD
´µです。IV
「 �」 ) �
�を、hi�, cの 
Òとのuを�りs|します。ISC IV OFF ISC:
「スイープ�」 ) �
�を、hi�, cの �
�とのuでs|します。: IV OFF IV

�
の¾り¿し��をD
します。
この¾り¿しは�
�のバラツキの¹ºにstします。

では、�
ÔÕによる��の¹ºにstします。DSC
¾¿し�のÔÕc§は、メイン��の「�
ÔÕ」の89�にØります。
この��は、NOQ �
では、etされません。I-V

PCから���+のシャッター`abcが
できるシステムの-.。

PCから、シャッター=�./のできないシステム、
または、¬»でシャッター=�£¤を�わない��は、
チェックを.けないでください。

Ì シャッター=�./を�うõÎ)
hi�の�jを�
する��、シャッタ�でhi�

の�j ��� を�
し、シャッタ=でのhi�OFF ( )
の�jとのuを�ることにより、��からö8したON

�の�u²�をz÷し、��なhi�の�j�
が
できます。
しかし、¬»でのシャッタ=�./で�
を�う��、
NOごとに¬»でシャッタを=�する��があるため、
�
が、ÄÅ、�üになりますからごÌÍください。

・バイアス�¨Ë�

hi�だけの
Ò�Â�の�
が7�になります
から、バイアス�を¨Ëしたª«での�
が7�に
なります。

シャッターを=いてから
Ò�
=�までの¡ちc§
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ベース
Òを�
しないで、�パワーメータでの�
を�います。��や
��をstして、��を�©ª«にしたcは、こちらをfgします。

·¸の�
cだけシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、}wの
�
では、その�
�をベース
Òとして¹tし、シャッターを=けて�

した
Òとのuが�られます。
ベース
Òは、NO�にレベルが`なるため、このように¸�だけの
Ò
�
のFGはºけたほうが¼½と¾われます。

­NO�にシャッターを�じたときのベース
Òを�
し、シャッターを=け
て�
した
Òとのuが�られます。
��から@®の�が¯れている��な はこちらをfgします。
°にこちらをfgすることをåæします。

※ベース
Òとは、���,のシャッターを�じていて、�が|9されて
いないcの�
ÒをÍ²します。

�
klを シートへ89する´µをfgします。 u
Òは、�¶です。Excel ( )

�
cに¤<する´µをfgします。

�
の¾り¿し��をD
します。
この¾り¿しは�
�のバラツキの¹ºにstします。

では、�
ÔÕによる��の¹ºにstします。DSC
¾¿し�のÔÕc§は、メイン��の「�
ÔÕ」の89�にØります。
この��は、NOQ �
では、etされません。I-V

NOQ �
を�う��のD
´µです。IV
「 �」 ) �
�を、hi�, cの 
Òとのuを�りs|します。ISC IV OFF ISC:
「スイープ�」 ) �
�を、hi�, cの �
�とのuでs|します。: IV OFF IV

¬»r���,のD


セル�Âを89します。 stの��は、 をそれぞれ2ch 1/ 2SMU SMU
89します。 ボタンをダブルクリックすると、 が3
ります。SMU SMU SMU1/ 2
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����のop��qのrstuvのwx
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�����
では、~ùのように「 」の��により、­NOごとに���の¾¿し�
ができます。Repeat
この「 」ü�ダブルクリックすると、「 」が「 」に3
ります。Repeat Repeat Averag

・「 」での�
は、セルの�
ÒのKÓ¸Ôれを¹ºできます。�
ÒのKÓのÔいセルは、¾り¿しRepeat
�
�に�����
�がþ々に�きくなる��がÚります。
また、�����
�のバラツキの��を��するにも��ちます。

・「 」での�
は、�
Òがバラツク��に¾¿�
�をÀÁÂしてバラツキを�	します。Averag
�
Òが�
に®ない��のバラツキや、バイアス�の��によるバラツキの�	にも��ちます。

ダブルクリックで
「 」とRepeat
「 」をAverag
3
えます。

Repeatモードの@ Averagモードの@



1

2

3

÷´の���� �
に��な´µは)てD
しておきます。/IPCE

バイアス��を{|しながらの���� の��3N/IPCE

÷´の「���� �
」の´を§¨ください。/IPCE

���,のfgを�います。

���,のfgを�っていないと、バイアス�jの./モードがD
できません。

���,をfgします。

Ì この´µは、「 」だけでstできます。) W32-B2900 2SOLAS

シャッター./にチェックを.け、バイアス�jの./PQを89します。

「 タブ」をfgSweep

「 」をfgします。Asahi Spectra

「�j./ 」にチェックを.けます。ON

「����にet」にチェックを.けます。

バイアス�, ソーラーシミュレータ をfgします。( )

�,の�j./リストをカンマで�3って89します。
「 」は、バイアス� をÍ²します。「 」は、56の0 1OFF
�,のD
�をÍ²します。
@えば、�,の�jが56 にD
されていて、80%
�j |9で、 にD
( 80% 1- )SUN
「 」と89した��、0, 0.5, 1, 1.1
また、「���j 」「 」と89されていた��、1=100 mW/cm2UNIT

バイアス� シャッター0 ( )OFF OFF
0.5 40%   (50mW/cm2)�j
1 80%  (100mW/cm2)�j
1.1 88%  (110mW/cm2)�j
のようにバイアス�jが./されます。
ただし、�j �は·´¸がÌ
されているわけではありませんから、%
あくまでも§��となります。
��な�j�が��な��は、~�の����Ëで��を�ってください。

ソーラーシミュレータのó�を「 」をfgしないと、「�j./ 」がSTされません。Asahi Spectra ON

「シャッター./」
にチェックを.け
ます。

�jのhK
mW/cm2にÁ
されています。

56の�,の�j
�j./リストが のcの�。1

�jD
bの¡ちc§
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�jの��を�うことにより、�jの��を�7することができます。
��していない��は、�jか·´¥に�Âすることを÷øに、�j./リスト
に�@して�jをDsします。
�jの��を�うことにより、�jが�·´¸の��でも、��な�jをs|
できます。
��のFGは、bc「バイアス�t�,の��FG」を§¨ください。



4

5

÷´の89を��し、「 タブ」をSします。Excel

Excelタブをfgしたc、このようにタイトルが�iにSTされていれば、
「バイアス�j7�による���� �
」がÚiです。/IPCE

Excelタブをfg

�
�が��
な��は、Â�c§を ～ に�½すると、5 10PLC
�
ð�はÔくなりますが、�
�が�
する��があります。

�にJする
ÒKÓのÔいセルを�
する��は、
�
ÔÕc§を��します。

�
レンジは、 にします。AUTO

“ ”RANGE LOW LIMIT は、
ÒがÄÅ�さい��は、
または、 にD
します。“100nA” ”10nA”

��}7に�さくしますと、 の»¤がAUTO RANGE-
��
になる��があります。

「 」ボタンをクリックすると�
を=�します。BS START.

�
Ïの��

�j./リスト
�µの�
2

�j./リスト
�µの�
1
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�
タイミングチャート

­���の¸äD


バイアス�jD


�jD
bのWAIT

SMU ON|9

SMU OFF|9

¸�だけのWAIT

NOをD


NOD
bのWAIT

���,シャッター�

���,シャッター=

シャッター�bのWAIT

シャッター=bのWAIT

( / -3000)¸�の��WAIT PVL

( / -3000)¸�の��WAIT PVL

SMUの�
ÔÕc§

SMUの�
ÔÕc§

�
Òの�


ISC
Òの�


バイアス�のシャッター=

START

END

バイアス�7�
の�
の��だけ

�



Ò
�



�



Ò

�



Ctrl + Mouse Down

7

7

1

1

1

2

2

4

4

4

3

3

6

6

5

5

5

���� �
 タブ/ (EQE) (Excel )IPCE

バイアス�7�の����ループ

����のループ
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�ソフトは、�
Jdとなるセルの�KÓ¸や
�¥KÓ¸にe3にJKし、��な�
ができるように、
A々なü�に c§のD
ができます。また���,の�Ä¥»¤のÔれにもJKできます。WAIT
ここでは、�
7の K$とその89FGをTします。WAIT



1

2

�j-����の·´¸�
を�うためには、「�j��アドイン」で�
したNO/�j/./�jデータ
リストが��です。
このデータリストが、56、�
しようとしている シート7の こかに89されている��があります。Excel
�
に��なデータは、NO/�j/./�のデータだけですから、「�j��アドイン」で�
したデータ
そのままでも±いませんが、コピー ペーストで56のシートに89してstすることもできます。&
~<の=>( )

�j��アドインで�
したデータ@

�j��アドインで�
したデータの、NO/�j/./�が
セットになっている、この=>ü�だけをstします。

�j ����の·´¸¹º�
に��な�j��データのAB-

NOK$

��-����の~%���の��3N

�j-����·´¸�
モードのD


)てのD
は、÷´の����/ �
モードのD
とbじですが、î}、IPCE
~ùのü�の�½が��です。

�j./�の´を「 シートから」Excel
にD
します。

��
を�うためには、���, 、または、 が��です。PVL PVL EX-3300 -4000
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3 �j-����·´¸�
÷のAB

b}シートyにNO/�j/./�のセットデータが89
されている��があります。

deセルK$に、このセルK$が~�されて
いること。

4 �j-����·´¸�
の=�

「 」ボタンで�
を=�します。START
�j��データの�� ��のセル で�
を��します。( )

ボタンで�
をいつでも��できますが、e3に��するために、}�、 ボタンを�して、STOP PAUSE
���,の»¤が� するのを¡ってから、 ボタンで� することをお¢めします。STOP

�
klが シートに89されExcel
ます。

�j-����、または がbcIPCE
に¤<されます。

シート7のNOデータが)てExcel
bじ�の��は、�¤はm»¥に
�jになります。

�
が の��は、£¤はIPCE ON
m»¥に になります。IPCE

�
が の��は、£¤はIPCE OFF
����になります。

�
÷、ÿ÷に89した�j��
データ

19/42



��� �� ���� の��3NI-V (3D )

1 I-V�
のスイープ
{klを�
します。

まず、÷cの���� �
を�ってください。/IPCE
そののklから、����が·�となるNOを�べます。
ú<では、 になります。520nm

520nm

���,の「NOD
」の「RSTV」で の�を|9します。520nm
このª«で、����モードを}�yzし、 �
モードにして、I-V
NO @ での �
を�い、e3な カーブが¤<される520nm( ) I-V I-V
ようにスイープ
{klを�
します。
úの<では、- ～ に�
しています。0.05V 2.6V
·�
Òは、� となります。0.0002mA

2

NOQ �
を�うためには、「�j��アドイン」で�
したNOQ�jデータリストが��です。I-V
このデータリストは、����/ �
でstするデータリストとbじデータです。IPCE
このデータリストが、56、�
しようとしている シート7の こかに89されている��があります。Excel
�
に��なデータは、NOと�jのJデータだけですから、「�j��アドイン」で�
したデータそのまま
でも±いませんが、コピー ペーストで56のシートに89してstすることもできます。 ~<の=>& ( )

�j��アドインで�
したデータ@

�j��アドインで�
したデータの、NOと�jがペアー
になっている、この=>ü�だけをstします。

NOQ �
に��な�j��データのABI-V

NOK$

( 2 )この ´は、÷cの����/ �
の１´とbじです。IPCE
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4

5

���,C»モードにD


I-V ( )�
ソフトを、���,C»モードに�½します。 ~<§¨
「��のD
」ボタンをクリックし、��D
��の「���,」から���,のErをfgすると、�ソフト
は���,C»モードにD
されます。「 」をfgすると、���,は3Gされ、 �
モードにIりNo Use I-V
ます。
Jに、����を�
するNOK$を�
します。
ここで�
したNOリストに%い����の�
が�われます。

���,の
Erを�
します。

「NOD」をクリックして、�
PQのD
、
���,とのRSTVを�います。
ここで、�j��アドインで�
したcの���,の
レンズのフォーカスやZさ�½してはいけません。
�j��でstした�パワーメータの�センサーと
�
する�	
�セルを8れ^えます。
Ì)
���,のErごとにy_が`なりますから、
ErQの÷cのùúを§¨ください。

�����
PQと
���,RSTV

NOのdeセルK$を�
します。
・deセルK$にカーソルを$いて、
deセルK$ボタンをクリックする。
・または、キー89する。

2ch 2タイプの で、 セルのbc�
SMU
の��は、 にチェックを.けます。SMU2

3
( 3 / )この ´ ４´は、÷cの����/ �
の２´/３´とbじです。IPCE

���,とのRSTVで、���,から�を¨Ëして、�	
�セルのK$を�
します。
ここで��なことは、�j��アドインでstした�センサーを�りzいて、そのセンサー
K$と�9bじK$にセルを$くことです。�にZさF�のズレは�
�uに�きく��し
ますから、�センサーのS�と、セルのS�のZさは��に�わせる��があります。
また、ベース
Òを�
しない�
の��は、��/��な で、��の�りを()する
��があります。
ベース
Òを���
する�
では、��の�りが�
していれば、�りの()は、
あまり�にする��はありませんが、その�るさは、バイアス�として¤tしますから、
バイアス�の��を�けるセルの��は、やはり、��の�りは()してください。

�センサーを�	
�セルに$き
えます。
$き
えるとき、ZさF�のK$�わせは、
�9、��に�わせる��があります。
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I-Vデータのm�モードのfg

hi� の �を�
OFF ISC

ISC�

スイープ�

hi� のcの �を�
し、OFF ISC
hi� での �
�)データON IV
とのuを�ります。

ベース
Ò �
Ò の �
�へのm�FG( ) IV
をfgします。

hi� のcの �
を�い、OFF IV
hi� のcの �
データとON IV
uを�ります。

ã�の データIV

ã�の データIV

m�bの データIV

hi� cのOFF
データIV

このuを データIV
としてs|します。



6

7

8

I-V�
モードにD


NOQ �
÷のABI-V

NOQ �
÷の=�I-V

���,C»モードにD
すると、タイトルが=iに�わり、���,のErがSTされます。
Ì このタイトルü�をダブルクリックすると、���,C»モードがyzされ、 �
モードに) I-V
Iります。

Sweepタブをfgします。

b}シートyにNOと�jのデータが89
されている��があります。

deセルK$に、このセルK$が~�されて
いること。

�
を=�すると、このカーソルK$から
�
klが89されます。

スイープ
{klを89します。
ステップ
{は、データ�が ～ ��になるように�
します。30 50
１´の@では、

がe3な�です。START STOP STEP0.05V, 2.6V, 0.05V

.�
Òは、１´の@では·�
Òが、 でしたから、0.002mA
ここではそれ}7の
Ò�を89してください。

¬»にD
してください。

AUTO RANGE

�
レンジは、 にD
AUTO

「 」ボタンで�
を=�します。START
�j��データの�� ��のセル で�
を��します。( )

ボタンで�
をいつでも��できますが、e3に��するために、}�、 ボタンを�して、STOP PAUSE
���,の»¤が� するのを¡ってから、 ボタンで� することをお¢めします。STOP

NOQ �
klが シートにI-V Excel
89されます。
・ !c§
・hi�のNO
・�	
�セルのパラメータ
・
{/
Ò/���� または、( )IPCE

NOQ �
�がbcに¤<されます。I-V
£¤は����、または です。IPCE

�
が の��は、£¤はIPCE ON
m»¥に で¤<されます。IPCE

�
が の��は、£¤はIPCE OFF
����で¤<されます。
����も の��は、£¤はOFF

Ò�で¤<されます。

�
÷、ÿ÷に89した�j��
データ

390nm I-Vの データ 410nm I-Vの データ 430nm I-Vの データ
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NOQ �
データの89F�の3
I-V

「�
�を~F�へ89」にチェックを.けると、
�
データの89FGが~ùのようになります。I-V

N
O
の
F
�

9 NOQ �
の¤<をtZ´¤<に�½します。I-V

NOQ����の¤<を
}�、コピーしたb、
グラフ"8ダイアログを=き、
tZ´¤<へ�½します。

I-V¤<をコピーしたb
tZ´¤<に�½します。
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NOQ �
のタイミングチャートI-V

���,の¸äÂ
­�
��の¸äÂ

���,のNOをD


���,のシャッター�

NOD
bのWAIT

���,シャッター=

シャッター=bのWAIT
( / -3000)¸�の��WAIT PVL

�
Ò�
÷のWAIT SWEEP HOLD÷の c§

SWEEP HOLD÷の c§

�
Òの�
 �
Ò �
SWEEP

�
Ò �
SWEEP

( )シャッター�

SMU ON|9

SMU OFF|9

SMU OFF|9 SMU OFF|9

SMU ON|9

SWEEPデータ�� ¤</

START

END

3

3

1

1

4

2

2

5

5

5

5

“ ”START VALUE
にD
します。
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�ソフトは、�
Jdとなるセルの�KÓ¸や
�¥KÓ¸にe3にJKし、��な�
ができるように、
A々なü�に c§のD
ができます。また���,の�Ä¥»¤のÔれにもJKできます。WAIT
ここでは、�
7の K$とその89FGをTします。WAIT

NOQ¾り¿しループ

�



Ò
�



�



Ò

�





ソーラーシミュレータの���{ ��の��3NI-V

1

2

���,のfgを�います。

���,のfgを�っていないと、バイアス�jの./モードがD
できません。

���,をfgします。

Ì この´µは、「 」だけでstできます。) W32-B2900 2SOLAS

シャッター./にチェックを.けて、バイアス�jの./PQを89します。

「 タブ」をfgSweep

「 」をfgします。Asahi Spectra

「�j./ 」にチェックを.けます。ON

「 にet」にチェックを.けます。SWEEP

バイアス�, ソーラーシミュレータ をfgします。( )

�,の�j./リストをカンマで�3って89します。
「 」は、バイアス� をÍ²します。「 」は、56の0 1OFF
�,のD
�をÍ²します。
@えば、�,の�jが56 にD
されていて、80%

|9で、 にD
(80% 1- )SUN
「 」と89した��、0, 0.5, 1, 1.1
また、「���j 」「 」と89されていた��、1=100 mW/cm2UNIT

バイアス�0 OFF
0.5 40%   (50mW/cm2)�j
1 80%  (100mW/cm2)�j
1.1 88%  (110mW/cm2)�j
のようにバイアス�jが./されます。
­�jでの、�
ijは、ここで89した�jでDsされます。
%いまして、�
ijを��にs|したい��は、
” =1”,” ” mW/cm2 W/m2���j の89は、 または、 の ちらかでUNIT
89することが��です。
ただし、�j �の·´¸はÌ
されておりませんので、あくまでも§�%
�となります。
��な�j�が��な��は、~�の����Ëで��を�ってください。

「シャッター./」
にチェックを.け
ます。

�jのhK
mW/cm2にÁ
されています。

56の�,の�j
�j./リストが のcの�。1

�jD
bの¡ちc§
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ソーラーシミュレータのó�を「 」をfgしないと、「�j./ 」がSTされません。Asahi Spectra ON

�jの��を�うことにより、�jの��を�7することができます。
��していない��は、�jか·´¥に�Âすることを÷øに、�j./リスト
に�@して�jをDsします。
�jの��を�うことにより、�jが�·´¸の��でも、��な�jをs|
できます。
��のFGは、bc「バイアス�t�,の��FG」を§¨ください。



3

4

÷´の89を��し、「 タブ」をSします。Sweep

Sweepタブをfgしたc、このようにタイトルが�iにSTされていれば、
「バイアス�j7�の �
」がÚiです。I-VE
ソーラーシミュレータの�j7�の �
になります。I-V

Sweepタブをfg

「 」ボタンをクリックすると�
を=�します。BS START.

��¥には、¬»にD
して、スイープklを89して�
を�います。

「�
�を~F�へ89」にチェックを.けます。
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ソーラーシミュレータ�j7�による �
のタイミングチャートI-V

�,の¸äÂ
­�
��の¸äÂ

�,の�jをD


�jD
bのWAIT

SWEEP HOLD÷の c§

�
Ò �
SWEEP

SMU ON|9

SMU OFF|9

SWEEPデータ�� ¤</

START

END

2

2

“ ”START VALUE
にD
します。

シャッター�

シャッター=

1

1
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35でのバイアス���の��

バイアス�,
ハロゲンや �,をお¢めします。LED

( -101 )����Ü なFHL

���,

バイアス�を[!しない�
と、[!する�
とで�アドインの£¤FG
に#いはÚりません。��なことは、�ず「ベース
Òを�
する ��」(
をfgすることです。 ¿<( )

2.バイアス�t�,のfgについて

1.バイアス��
のPQD


バイアス�の�,をfgする��、ハロゲン�,や �,をåæLED
します。
}$¥にソーラーシミュレータでstされる�パワーのキセノン�,
はお¢めできません。キセノン%は、&
%であるため�のチラつき
が�きく、 �の�
にバラツキを�じる'éになります。Isc/Jsc
もし、キセノン�,をstする��は、hi�の (��の�j100
}~に�jを)としてごstください。
@えば、hi�の が、 であれば、バイアス�の�jをMax 1mW/cm2

}~にすることをお¢めします。100mW/cm2
�	
�セルの�����¸が�
に�さい��、または、hi�
の�jにJし、バイアス�の�jを�きくしすぎると、¿<のように
�
klが��
になります。
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バイアス�¼しでの�
@

バイアス�の�jが�きい��

Ì Ðiバイアスを[!して�����
を�う��、hi�の�jが ����です。) 1mW/cm2(550nm)

B2900A/B
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3.DCGによるバイアス�[!�
の'Ä

4. I-Vバイアス�[!のNOQ �
の'Ä

バイアス�を[!して、 Gで����を�
するFGは~ùの<のように�われます。DC
バイアス�は°c[!したª«で、hi�のNOを�½しながら、 の�
を�います。Isc
­NOごとに、hi� での を�
し、Jに、hi� の を�
し、その
Òuを�り|します。OFF ONIsc Isc
その
Òuをstして����/ をDsします。IPCE
stする�
� シリーズは、
Ò�
を ,ÈのÚi,�で�
を�うため、バイアス�による
ÒB2900A 6
オフセットを.うhi�の 
Ò��も、ある��までの�
は7�になります。Isc

バイアス�+hi�の �Isc

バイアス�だけの � ベース
ÒIsc ( )


Òuで
����

をIPCE
s|します。

バイアス�の�jを�!

hi�の�jにJし、バイアス�の�jをあまり�きくすると����の�
�がばらついたり、
��の/Âをもたらします。
バイアス�の�jは、hi�の·��jの (}~で�
されることをお¢めします。100

I-V ( )�
データにJしベース
Ò �
Ò のm�を�う��、「 �」m�と、「スイープ�」m�のfgがISC
できます。 ページ§¨(15 )
「 �」m�をfgした��は、­NOごとに、 �
·÷のバイアス�だけの を�
し、そのb、ISC I-V Isc
hi�を にして �
を�います。バイアス�だけの �をゼロとして データを¤<します。ON I-V Isc I-V
~<§¨( )
「スイープ�」をfgした��は、hi� の データと、hi� での データのuをs|し、 データOFF IV ON IV IV
とします。

I-V�
·÷の
バイアス�だけの �Isc
( )hi�はOFF

hi�を にして �
を�う。ON I-V
NOごとに �
と �
を¾り¿したkl@Isc I-V
£¤は、����、または で¤<されます。IPCE



バイアス���+の����wx

GP-IB

ソーラーシミュレータ
����Ü( -C100)HAL

1. � j��リストを¤²します。

ソーラーシミュレータの�|9D
� にJするã�の�|9�を�
します。(%)
�|9を�
するためのセンサーが��になりますが、ここではhk1 セルをstします。Si
フォトダイオードの|9をマルチメータで�
することでもよいと¾います。
�jに��@する��2hであれば34ありません。

・ シートに、ソーラーシミュレータの��する|9リスト � を£F�に¬89します。Excel (% )
( )・ソーラーシミュレータでセル ��2h に¨Ëします。

・ �
ソフトの モニター��をè»して、セルの �を56します。IV ISC ISC
・|9リスト に%って、¬»でソーラーシミュレータの|9 を�えながら、それぞれの �を(%) (%) ISC
�み�り、 シートにキー89します。このc、マイナスの�み�をプラスに�½して、Excel Excel
へ89します。
�み�のhKは、7でも34ありません。 t々(A,V,mW/cm2, )
・�j��リストの¤²は、)て¬»�
で�ってもかまいませんが、

~ùのように、 �
ソフトの C��
��をõtすると、_8に�うIV ISC
こ とができます。

ソーラーシミュレータ
の|9� を¬»で、(%)

します。UP DOWN/

¤²された
��リスト

IV�
ソフトの タブをfgExcel
し、ステップ»¤で­�|9�
の を�
します。ISC

ISCC��
にチェック。
�は、��する|9CYC

ポテントの�をD
。

Excelタブをfg

PAUSEをクリックしたb、
で�
=�。EX START.

ソーラーシミュレータの
|9� を¬»で�½し、(%)

ボタンをクリックEX START.
して を�
。ISC
)|9� について�
(%)
する。

�|9の��ポイントを89します。
·� ポイントです。それ}7の89は、20
¼9されます。
このÇは、ÿ÷に¬89してください。
ソーラーシミュレータの�|9� です。(%)
ソーラーシミュレータのErにより�j7�
klが`なります。

Eでは、 から のklです。HAL-C100 5% 100%
Eは、 から のklです。( -320 30% 100% )HAL

�jの�
klが89されたÇ。
この�
�は、·´¸を¹ºするためだけにstしますから、
�
�のhKÛは7でも:いです。
ここでは、 �	
�セルの をstします。Si ISC
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Ì この´µは、「 」だけでstできます。) W32-B2900 2SOLAS



2. � j��リストを�みËみます。

3. � j��リストの�
へのeK、��リストの�à/;z。

��リストのこのK$にカーソルを$いて、「����Ë」ボタンを
クリックすると、��リストを�みËみます。

56�みËまれている��リストを、 シート7へExcel
き|します。5カーソルK$へ|9されます。

56の��リストのy_が�àできます。
シートの�いている <にカーソルを$いてからExcel

クリックしてください。
この き|しにより、��リストがクリアされることはあり
ません。

56�みËまれている��リストをクリアします。

56�みËまれている��リストを�
にeKする
��はチェックを.けます。
チェックを.けないと、この��リストによりm�は
�われません。
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4. �j��が�われていないcと、�われているcの�js|FGの#い。

@として、ソーラーシミュレータの�|9が で、 にD
されていて、80% 1- (100mW/cm2)SUN
�j./リストが、「 」と89された��。0 , 0.4 , 0.8 , 1.0 , 1.1

0 0

0.4 0.4

0.8 0.8

1.0 1.0

1.1 1.1

80% 80%

64% 64%

32% 32%

シャッター
�じる

シャッター
�じる

88% 88%

100 100

80 75.8

40 35

110 112

0 0

100* 100*

100* 100*

100* 100*

1.0 12.0

1.0 12.0

1.0 12.0

0.4 4.2

0.8 9.1

1.1 13.44

�j./リスト �j./リスト�|9 �|9�jDsr �jDsr
s|された
�j�(mW/cm2)

s|された
�j�(mW/cm2)

¸ä� ¸ä�12.0

9.1

4.2

13.44

ISC�
�
(mA)

�j��が¼い��の�js|FG �j��がÚる��の�js|FG

�j��リスト
Ì ?Åする�� が¼い��は、�@³�により �を) (%) ISC
s|して、m�を�います。



1.バイアス�,のfg

バイアス�,は、�9、�jが�
しているものをstしてください。
ただ、�@}7でゆっくりと�jが�»するものは34ありません。
チラつきの¼いハロゲン�,や tがÄB¥です。LED
モノクロ�,の�jが }7�Ìできるのであれば、キセノンをstしたソーラーシ1mW/cm2
ミュレータのstが7�ですが、 ��のキセノン%タイプで、チラつきの®ないものを100W
stしてください。����Ü をお¢めします。HAL-C100

2.�����
tモノクロ�,の�jについて

3.Ú�Û�	
�の�����
のÌÍÿ´

モノクロ�,は、�9、�jのパワーを�きくして�
することが�3です。
しかし、チラつきの¼いハロゲン�,や をstする��は、モノクロ�,の�jは、それLED
ほ 34ではありません。
����Ü のソーラーシミュレータ キセノン% をバイアス�,にstし、モノクHAL-C100 ( )
ロ�,に をstする��、¨Ë <を ��までCり、 <のMLS-1510 10mm*10mm 500nm
�jを }7に�jをアップして�
してください。1mW/cm2

バイアス���による������の���

1mW/cm2 キセノン%のチラつきの��を�けない@ キセノン%のチラつきの��を�けた@

バイアス�を¨Ëして�����
を�ったc、�
=�のNOü�で~<
のD[のAに、����がマイナスになる、または、�さめの�をTす��が
Úります。または、そのEの��もÚります。
この'éは、バイアス�による
Ò が�
ª«になる÷に�
を=�( )ISC
したためです。しかし、ペロブスカイト�	
�をæめ、Ú�Û�	
�では、

Ò が¦)に�
するためには@くのc§を��とします。( )ISC
この�
�uを�ºするために、Ú�Û�	
��
では、¿<の「 」ORGANIC
にチェックを.けます。 ¼�Ûの�
を�っても34はありません。( )
しかし、FGな
Ò�Âのあるdeのc§Hだけはºけてください。
Jページ}wに、そのNOをùúします。
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Appendix-1



¼�Û�	
�の��

Ú�Û�	
�の��

「 」にチェックを.けない。ORGANIC
ÛやÂ��Ûな のセルの��は、
ÒのKÓ¸もðく、
Ò�Si

も�
しているため、「 」にチェックを.けないで�
( )ISC ORGANIC
します。 た だし、チェックを.けて�
しても34はÚりませんが、
IJ、�
c§が�えます。

「 」にチェックを.ける。ORGANIC
ペロブスカイトE�	
�をæむÚ�Û�	
�は、バイアス�を¨Ëbの
Ò の�Âが�きく、( )ISC

Ò が�
するのにOいc§がKかります。( )ISC
また、hi�¨Ë のLFにJする
ÒKÓもMNです。ON OFF/
Ú�Û�	
�では、これらの�Oを�Pした�
PQをD
して�����
を�わないと、�しい
�
ができません。

バイアス�を[!した����の�
FG

シ
ャ
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シ
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バイアス�

Ò

バイアス�

Ò

hi�ON
の
Ò

hi�ON
の
Ò

hi�ON

hi�ON

hi�ON

hi�ON

�


÷�


÷�


b�


b�


�


�


�


hi� のª«でバイアス�の
Òを�
し、OFF
そのb、hi�を にして
Òを�
します。ON
そのu
Òから����をDsします。

hi� の
Òを、hi� の÷bで�
し、OFF ON
m§Dsでhi� の
Òをs|します。OFF
そのDsでQめた
Òと、hi� の
ÒとのON
u
Òから����をDsします。

÷�
とb�
の·´m§でs|する。

�
を
�¾¿す3
�� �
を

�¾¿す3
��
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「 」にチェックを.けるORGANIC
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¸äÔÕ ·¸のNO�
 JのNO�


c§


Ò
( )ISC

¸�は、ÿ÷に
NOはD
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Y
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Y
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�
を
�¾¿す3
��

�
を
�¾¿す3
��

>のü�は、�ずD
してください。

1

2

3

4

�
の·¸のバイアス�によるFGな
Ò�Âのc§Hを�ºするための¡ちc§です。
このc§は、��で、セルのバイアス�にJする
ÒKÓ¸にÖÍするc§です。
·¸のNOの �
�がマイナスになる��は、このc§を�きくします。IPCE

SMUの
Ò�
cのÔÕc§です。 R°、 ～ ��でS�です。10ms 100ms

モノクロ�,のNOD
bの¡ちc§です。R°、 ～ ��でS�です。0.1sec 0.5sec

hi� にJする
ÒKÓのÔさにより>�する�
�uを�ºするためのc§です。ON OFF/
¾¿し�
��を �}7にして、その �の�
�にuが|る��は、このc§を�きくします。3 3

1

2

Ctrl + Click

NPLC=5

チェック

3

4

�����
cの
ÒNÒ
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WAITが }7の��、3sec
�に にトリガ0.5sec SMU

をかけて、 のパネルSMU
に
Ò�の�ÂがSTされる。

}~では、パネルは3sec HOLD
ª«になる。
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WAIT
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NOD


|9ON
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ÔÕc§
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ベース
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ベース
Ò�


ベース
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ベース
Ò�


ベース
Ò�


ベース
Ò�


ベース
Ò�


シャッター=

シャッター=

シャッター�

シャッター�

¸äÂ
NOD

シャッタ�

¾¿し

¾¿し

START

1
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1

1
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3

3

3
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4

4

4

4

4

Ctrl + Click

NPLC=5

チェック

hi�ON

hi�ON

>のü�は、�ずD
してください。

�
の·¸のバイアス�によるFGな
Ò�Â
のc§Hを�ºするための¡ちc§です。
このc§は、��で、セルのバイアス�にJする

ÒKÓ¸にÖÍするc§です。
·¸のNOの �
�がマイナスになる��IPCE
は、このc§を�きくします。

SMUの
Ò�
cのÔÕc§です。
R°、 ～ ��でS�です。10ms 100ms

モノクロ�,のNOD
bの¡ちc§です。
R°、 ～ ��でS�です。0.1sec 0.5sec

hi� にJする
ÒKÓのÔさによりON OFF/
>�する�
�uを�ºするためのc§です。
¾¿し�
��を �}7にして、その �の3 3
�
�にuが|る��は、このc§を�きくし
ます。

�����
のタイムチャート
「 」にチェックを.ける。ORGANIC
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シャッター�シャッター=
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c§


Ò
( )ISC

4

「 」にチェックを.けた��の�
�のs|FGORGANIC

å

�
Ò

�
�

�
�

�
�

WAIT÷ WAITb

��89が つの��1
÷ bWAIT =WAIT

úの@「 」では、0.5
÷WAIT =0.5sec

WAIT =0.5secb

��89がコンマで�3り、２つの��
@えば、「 」と89したc0.5,2

÷WAIT =0.5sec
WAIT =2secb
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ペロブスカイト��
�や の�
¢£¤���DSC

※「 」「 」だけの��です。W32-B2900SOLAS2 W32-B2900SOLBMS2

hi�OFFhi�ON

ペロブスカイトやDSC

NOQの�
ÒKÓ¸を�

Siセル

NOQの�
ÒKÓ¸を�


c§

※NOごとにKÓc§が`なる。 ※Ucに�
ÒはKÓする。

400nm
hi�ON

400nm
hi�ON

500nm
hi�ON

500nm
hi�ON


Ò


Ò

c§

c§

�

ポイント

�

ポイント

NOごとに·e�
ポイントが`なる。

バイアス�をstする��、ベース
Òが°に�Âするためベース
Òの�Vm�が��。

ベース
Ò

ベース
Ò

�しい

Ò

�
ÒのKÓがMNなため、�����
では
Òの�
のタイミングが��です。

hi�ON hi�OFF

c§

1

Appendix-2
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NOQの�
ÒKÓ¸を�
します。

NOリストのdeのセル
を89します。

�
するNOリスト
を89します。

リストの��に
「 」と89します。RESP

モノクロ�,を�
します。

fg

fg

この つだけを3
fg

「 」を89します。0

2

START VALUE

START VALUE

HOLD-TIME = 0.0
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40%30% 30%

�
c§ }73sec

0

200

uV

1

1mA

20ms

0ms

1PLC

ステップ�=201スイープc§ =4,020ms
(201) * 20msステップ�

ÌÍ)
3secスイープc§は、 }7であること。

hi�ON hi�OFF

�
ÒKÓ¸の�
=�3

�
=�

Sweepタブをfg

�
kl
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@えば、 §Wで、 aのサンプリングを20ms 201
�い、 の�
c§の��4,020ms

°に をåæ1uV

�ず89が��

ÌXc§は�ず89する。
スイープc§を��にするため。



����のm»ÔÕを�
ためのD
FG

モノクロ�,を�
します。

������の¥5¦§��のwx

※「 」「 」だけの��です。W32-B2900SOLAS2 W32-B2900SOLBMS2

「 」、「 」がm»ÔÕ�
になります。Auto.Rep Auto.Ave
「 」は、�
された�
��をhZに¾り¿します。Auto.Rep
「 」は、�
された�
��のÀÁÂを�います。Auto.Ave

�
ÒKÓ¸を�
したcの、
·�
Òのe¸�
ポイント。
c§と、その
Ò�。
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1
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3

3

4

ÔÕc§

�
Ò�Max.

400nm
hi�ON

500nm
hi�ON


Ò

c§

�

ポイント

�

ポイント

ベース
Ò

[_À\�

[_À\�

[_À\�4

4

4
.�c§

.�c§

.�c§

コンマで�3って２つの�を89できます。
つの�だけの89も7�です。1

２つの�を89した��、１つµの�は「ベース
Ò」にeKされ、
２つµの�は、­NOの
Ò��
にeKされます。

3

3

�
の=�

�����
のm»ÔÕ�
の��

1.ベース
Òが�
するのを¡ち�
を=�します。
.­NOごとに�
Òが�
するのを¡ち、�
Òを�
します。2
.­NOごとのベース
Òも、�~りを¡って�
を�います。3
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+SENSE -SENSE+FORCE
-FORCE

GUARD GND

CELL

TRX/ローノイズケーブル の��FG(S4W-04)

４
h��ケーブル シールド. の��FG/ (S4W-03)

¨©�	
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